
「奈良大学情報処理セソター年報1'」

情報 処 理 に関 す る学 生 の意識 調査1)

社会学部 米 谷 淳

問題

現代 の社 会 は、情報 が重要 な役割 を持 ち、 また情 報 を処 理す るた めの機器 の普及 ・発展

に よって新 しい産 業 が ます ます発展 す る情 報化社 会 といわれ てい る。 そ こで は、情 報 を う

ま く処理 してい くことが きわ めて重 要 な課 題 とな って きて お り、そ のた めの道具 と して コ

ソピュー タが広 範 囲 に使 われて い る。 そ して、 この よ うな傾 向は これか らます ます顕著 な

ものにな ってい くと考 え られ る。

この よ うな社 会 に生 きて い くためには、直接的 に情報 処理の仕事 に携 わ らない場合 であ っ

て も、その基 本 ぐらい は十 分 に理解 して お くと ともに、 コソ ピュー タを実 際 に用 い て情報

処理 を行 な う基 礎的 な力 を身 につ けて お くことが大切 で あ る。 そ の よ うな情報処 理 の基 本

を知 って お くことは、今 や、現 代人 の常 識 で あ るとい って も過 言 で はないで あ ろ う。

そ こで、奈 良大学 で は教 養課程 と して、一 般教 育科 目の中 に 『情 報科学 』 を設 置 してい

る。 まさに、0般 人 と して恥ず か し くな い知 識 を身 につ け る ことを 目的 と して開講 されて

い るので あ る。 特 に社 会 学部 にお いて は 、専 門 教 育科 目に 『電子 計 算機 概論1・II』 、

『プ ログラム言語1・II』 等 が開講 され てお り、 『情報科学 』 に比 べ、 よ り専 門的 に情 報

処理 につ いて学ぶ ことがで きる。

さ らに、奈 良大学 におげ る設 備 と して情 報処理 セ ソターが あ り、情報 処理 に関す るカ リ

キ ュ ラム とと もに、学生 に対 し施設面 で情 報処理 学 習 ので きる機 会 を提 供 して い る。

しか し、実際 に学生 がその よ うな機会 を有効 に活用 で きてい るか疑問で あ る。 コソピュー

タは習 うよ り慣 れ る ことが大切 で あ る。 す べて の学 生 が気軽 に コソピュー タを活用 で きる

場 所 それ が情 報処理 セ ソターでは ない か。 と ころが、そ の情報処理 セ ソ ター に対 し、

学 生 はあ ま りいい印象 を持 って いない のが実状 で あ る。 大学側 に とって、 学生 に積極的 に

活 用 して も らいたい施設 で あ るのに対 し、学 生 の意識 は、大学 の意 図 とは反 してい るので

は ないだ ろ うか。

本研究 は、以上 の ことをふ まえ、奈 良大学 の情報 処理 教育 の あ り方 を、 ヒューマ ソ ・イ

ソ ター フェー スの観点 か ら検 討す るた め、学 生 の情 報処 理科 目や情 報処理 セ ソター に対 す

る意識 や現状 を把 握 しよ うとす るもの で あ る。

脚 注1)

この調 査 は 米 谷 が企 画 し、 そ の指 導 の 下 で 有 田 康 弘 君 が実 施 、分 析 した もの で あ り、 こ

の 報 告 は 平 成4年 度 奈 良 大 学 社 会 学 部 卒 業 論 文 と して提 出 され た。
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情報処理セ ンターについて

奈 良大学情 報処理 セ ソ ターは、学 生 に コソ ピュー タにつ いての広 い知識 と技術 を体 得 し

て も らい、 これ か らの社 会生 活 を有 効 に過 ご して も ら うた めに も うけ られ た ものであ る。

セ ソター を最 大 限に活用 で きる よ うに、す べて の学 生 に利 用資 格 があ る。 セ ソ ターの活用

について は次 の通 りで あ る。

1.ソ フ トウ エア ・端 末機等 の利用

利 用 した い ソフ トウェア、端 末機 等 が申 し出 る ことに よって利 用 で き、必要 に応 じて プ

リソタに出力 で きる。

2.携 帯型 パー ソナ ル コ ンピ ュー タ(98NOTEnv)の 貸 出

情報関連 授業 を受講 してい る学 生 、 も しくは操作 法 講習会 において資格 を付与 され た者

は、携帯型 パ ー ソナル コソピュ0タ の貸 出を受 け る ことがで き る。

3.プ ログラ ム相談

プ ログラムを作成 、修 正 な どを して いて 、 自分 で解 決 で きない場 合 には、 セ ソター の教

員 が相 談 に応 じる。

調査の概要

1.目 的

奈良大学における情報処理教育のあり方を検討するため、本学の学生の情報処理関連授

業や情報処理セソターに対する意識や現状を把握することを目的とする。

2.対 象

奈良大学 の学 生60名 。 で き る限 り学 科 、学年 、性別 が疎 らにな るよ うに して、対象 を な

るべ く一 、二 回生 を中心 に当 て るよ うに した。

3.方 法

対 話形式 に よるイ ソ タビュー

4.期 間

平 成4年10月1日 ～11月10日
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5.質 問項 目

・受講 してい るか
、 してい ないか?

まず 、情 報処理 関連 授業 を受講 して い るか、 して いな いかにつ いて質 問 した。 さ らに受

講 してい る者 にはそ の授 業 を受講 した理 由や、受 講 しな かった者へ は受 講 しな か った理 由

まで詳 しく聞 いた。

・役 にたつ か ど うか?

受講 した者 へ は 「実際 受講 してみ て内容 は どの よ うであ った か」 、 また受講 しなか った

者 へ も 「情報 関係 の授 業 は役 に立 ちそ うに思 うか」 につ いて聞 いた。

・セ ソター のイ メー ジにつ いて

「セ ソターに対 して どの よ うなイ メー ジを持 って い るか」 といった抽 象的 な質 問を した。

・セ ソター につ いて満 足 な点
、不 満足 な点

それぞ れ セ ソター につ いてだけ でな く授 業や施 設、指 導者 につ いてな ど幅広 く答 えて も

らった。

以上 の よ うな質 問 をな るべ く形 式張 らず 、普段 の会話 の 口調 で質問 し、気楽 な気持 ちで

答 えて も らった。

集計結果

1.回 答者(表1)

60名 の学生 に回 答 して も らった。学 科 ・学 年 が疎 らに な るよ うに心 が けたが、 や は り回

答者 が0と い うと ころ も出て きた。

な るべ く情報処 理 関連 の授 業 が あ る学 年 に近 い方 がいい とい う意 図で対象 を 当てて いた

が、結果 的 に二 、三 回生 が中心 に なった。

表1回 答者の分布

国文 史学 地理 文化財 社会 産社 計

一 回 生 0 0 3 1 2 0 1 1 2 0 1 0 11

二 回 生 1 1 1 11 4 0 0 2 1 2 1 0 24

三 回 生 1 1 2 1 1 2 4 0 4 0 0 0 24

四 回 生 0 1 2 0 2 0 1 0 1 1 1 0 8

学科別合計 5 21 11 9 11 3 60

学部別合計 46 14 60

(※数字の左側は男、右側は女)
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「奈良大学情報処理セソター年報1'」

2.履 修状況

・受講 して い る(い た)… … …43名

・受講 して いない17名

表2受 講 していた人の回答者に占める割合

学 科 a.受 講 していた b.回 答者(人) a/bx100(N)

国 文 5(3) 5(3) 100.0

史 学 12(9) 21(13) 57.1

地 理 9(2) 11(2) 81.8

文 化 財 6(2) 9(3) 66.7

合 計 32(16) 46(21) 69.6

社 会 8(3) 11(3) 72.7

産 社 3(0) 3(0) 100.0

合 計 11(3) 14(3) 78.6

(括弧内は女子の人数である)

「受講 していた」 と答 えた人の人数の割合としては、学部別にみるとやはり社会学部の

方が高かった。学部による情報処理の必要性の違いが現れたのであろう。学科別に注 目し

てみると、地理学科の81.8%と い うのが 目立つ。 これも学科の特色による情報処理の必要

性に関係 して くるのであろう。(表2)

表3受 講していない人の回答者に占める割合

学 科 a.受 講 していた b.回 答者(人) a/bx100(N)

国 文 o(o) 5(3) o.o

史 学 9(4) 21{13) 42.9

地 理 2(0) 11(2) 18.2

文 化 財 3(1) 9(3) 33.3

合 計 14(5) 46(21) 30.4

社 会 3(0) 11(3) 27.3

産 社 o(o) 3(0) o.o

合 計 3(0) 14(3) 21.4

(括弧内は女子の人数である)

一60一



3.受 講動 機

受講 した理 由

・将来 の役 に立 つ と思 ったか ら10名

・興味 があ った11名

・コソ ピュー タが使 える よ うにな りた か った …… …8名

・他 に と るもの がな かった8名

・何 とな く取 った6名

・単位 が取 りやす い5名

・学科 で必要2名

受講 した理 由で一 番多 いの が、意外 に 「興味 が あ った」 とい うことで あ った。 おそ ら く

コソピュー タは初 めて とい う人 であろ うけれ ども 「面 白そ うだ ったか ら」、 「い じりたか っ

た か ら」 とい うのが学科 の差 な く回答 された。

「将 来の役 に立 つ と思 った か ら」 とい う回答 も、学 科別 にみ ると、 や は り地 理 、社 会学

科 の人 に多 く、全体 的 に も四人 に一 人 の割 合 でそ う答 えてい る。

そ の次 に多 か ったの は 「コソピュー タが使 え る よ うにな りたか った」 とい うの で、 これ

は 「時 代の流 れ を意識 して取 った方 が いい」 や 「最先端 の物 をや らない と時 代 の波 に乗 れ

ないか ら」 とい った情 報化社 会で あ る今 日で は当然 出て くる理 由で あ る。

「他 に と るもの がな か った」 とい うの も以外 に多 か った理 由であ る。 「時 間 が空 いて い

た」 な どの カ リキ ュラム上 の こ とや、 「自然科学 の中で他 の ものが いやだ った」 な どの意

見 もあ った。

中 には、 「何 とな く面 白そ うだ った か ら」 や 「単位 が取 りやす い」 な ど とい った情 報処

理 の本質 とは全 く無関係 な回答 もた くさん見受 け られた。

また、 ゼ ミや学 科で必要 で あるとい った しかた な く取 った ような理 由 もい くつ かあ った。

「将来 の役 に立 つか ら」

国文 史学 地理 文化 財 社会 産 社

014021

「興味 が あ った」

国文 史学 地理 文化 財 社会

33121

「コソ ピュー タが使 える よ うにな りたか った」

国文 史学 地 理 文化 財 社会

03202

社

0

産

社

0

産

一61一



「奈良大学情報処理セソター年報Nd4」

「他 に取 るものがな か った」

国文 史学 地理

231

「何 とな く取 った」

国文 史学 地理

010

「単位が取 りやすい」

国文 史学 地理

011

受講 しなかった理由

文化財

1

社会 産社

10

文化財 社会 産社

210

文化財 社会 産社

101

・抽 選 に もれ た

・興 味 がない

・課 題 が大 変 そ う

・レベ ル が 低 い

・自分 に とって不 要

・そ の他

名

名

名

名

名

名

9

4

2

1

1

2

「興味がない」

国文 史学 地理 文化財 社会 産社

020110

受講 しなかった人の うち半数の人が抽選にもれたために取れなかった訳で、少なくとも

取 りたいという意志はあったわげである。この点は学生の意志に反する学校側の受け入れ

の体制に問題があるといえる。

4.授 業 について

受講 した人

役 に立 つか ど うか?

(回 答数28)

・役 に立 つ 13

「統計 や グラフな ど役 に立 ち そ う」

「ワー プ ロを打 つ の には役立 つ」

「キー ボー ドには少 しは慣 れ た」

・役 に立 た ない15

「それ っ き りに な って しま う」

「1年 間 で はで きない」

「ただ言 われ た事 をや ってい るだ け」

「実 戦力 は ない」
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授業 を受講 した人 に実際役 に立 つ か ど うかを質問 した ところ、過 半数 の人 か ら役 に立 た

ない とい う回答 が返 って きた。役 に立 つ と答 えた人 で もは っ き りした もの では な く、 「将

来役 に立 ちそ う」 や 「キー ボー ドに慣 れた」 と言 う ぐらいで あ った。

授業 について?(43名 中)

難 し くて分 か らなか った13名

先 生 がいや5名

面 白 くなか った4名

面 白か った4名

もっ と詳 し く基 本的 な事 を して ほ しい ………4名

期待 はず れ2名

その他4名

授 業 を受講 した人 の ほ とん ど授業 に ついて不満 を抱 いて い る。0部 の人 には 「簡単 す ぎ

てつ ま らない」 と言 うの もあ るが、 「難 しくて分 か らな か った」 とい う人 が13名 もいたの

は注 目す べ きであ ろ う。

受講 してい ない人

役 に立 ちそ うか?(回 答数9)

・役 に立 ちそ う8・ 役 に立 た ない1

受 講 してい た人の半数 以上 が役 に立 たない と答 えたの に対 し、受講 して いない人 では ほ

ぼ全 員 が役 に立 ちそ うと答 えた。受講 してい た人 との間 に対 照 的 な結果 が み られた。

5.セ ンターの イ メー ジにつ いて

受講 して いた人

プ ラスイ メー ジ7

・きれ い

・気軽 に入れ る

どち らで もない3

・機械 がた くさんあ る所

マ イ ナ ス イ メー ジ

・入 りに くい

・堅 苦 しい

・行 きた くない

・手 続 きが面倒

・そ の 他

29

15

4

3

2

6

セ ソター について もってい るイ メー ジを質 問 したの だが、受 講 してい た人 について圧倒

的 にマ イ ナス イメー ジを持 って い る人 が多 か った。 「堅 苦 しい」 や 「手続 きが面倒 」 とい

うの も入 りに くさにつ いての要因 で あ ると考 える と、 ほ とん どが 「入 りに くい」 とい うイ

メー ジを抱 いてい る事 にな る。

一方
、若 干 では あ るがプ ラスの イ メー ジを持 って い る人 もい るが、 「気 軽 に入れ る」 と

い う人 もい る もの の、 「きれ いであ る」 とい った設 備的 な要 因 がほ とん どで、親 しみの要
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「奈良大学情報処理セソター年報1'」

因 につ なが るイ メー ジはほ とん ど聞 かれ な か った。

受講 してい ない人

プ ラスイ メー ジ4マ イ ナスイ メー ジ13

・最 先端 ・入 りに くい6

・きれ い ・そ の他

受講 してい ない人 の間 で もマ イナ スイ メー ジが多か った。 しか し、 「入 りに くい」 と言

うの が半数 を占めた ものの、 それ以 外 は取 って いた人 に比 べて抽 象的 なイ メー ジが多 か っ

た。

6.満 足 な点 につい て 情報処 理 セ ソター につ いて満足 してい る点 を聞いた と ころ、次 の

よ うな回答 が得 られ た。

受講 した人(43名 中)

・設 備 が整 って い る16名

・施 設 が きれ い9名

・98ノ ー トの貸 出6名

・簡 単 に利用 で きる3名

・パ ソコソに触 れた点3名

・分 か らな い ところを教 えて くれ る… …3名

・その他4名

受講 した人 が満足 に思 ってい るこ とは、設 備 や施設 、貸 出 の点 で ほ とん どを 占めた。設

備 に関 して は、 オ ソライ ソの ことや台数 、 性能 の良 さについて等 が聞かれ た。 施設 に関 し

て も、床 や手洗 いな ど快 適性 、す なわち居心 地 の良 さに よる もので あ った。98ノ ー トの貸

出 の ことがやは り多 か った。

受講 してい ない人(17名 中)

・開放 されて い る5名

・98ノ ー トの貸 出4名

・施設 が いい3名

受講 してい ない人で以外 に多 か った のが 「開放 されて い る」 とい う答 だ った。 しか し、

そ の よ うに答 えた人 は皆 セ ソター に対 して は近 づ きがた い とい うイ メー ジを持 っていて 、

本人 が開放 され てい る ことに よって活用 して い るので はな く、や りた い人 にと って開放 さ

れ てい るとい う意 味で あ った。

受講 してい ない人 に とって も98ノ ー トの貸 出 は共 通 の満足 な点 で あ り、学生に 対 して も

学校側 の有 効 な提供 で あ る とい え る。
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7.不 満 な点 につ いて

受講 した人

・指 導者 について8名

・セ ソ ター の雰 囲気 につ いて7名

・機械 の取扱 につい て6名

・利 用 時 の問題 につ いて7名

・許 容人 数 につ いて7名

・施 設 につ いて9名

・設 備 につ いて5名

不満 な点 につ いては、 多少 イ メー ジにつ いての 回答 と重 な る部 分 もあ るが、大体7つ の

項 目に分類 で きた。指 導者 につ いては 、先生 の態 度 に不満 を持 って い る人 が多 く、分 か ら

ない ときに不親切 で あ った り、丁寧 で ない等 であ り、 また、教 えて くれ る人 が常 にいな い

とい うの もあ った。 セ ソ ターの雰 囲気 につい ては、入 りに くい とい うのや、、あ ま り開放 さ

れて い ない とい うの があ った が、せ っか くだ か らも っと使 いた い とい う意 見 も聞かれ た。

機械 の取扱 につ いては、機械 の使 い方 が難 し くて分 か らなか った り、 なかな か うま く使 え

ない とい った操作 が難 点 で あ るとい う事 であ る。利 用時 の問題 につ いて は、学生証 の提示

な ど手続 きの点や 、受 付 の人 の態 度や 、閉 まる時間 が早 い とい う不満 で あ った。許 容人数

につい ては、 コソピュ0タ が1人 に1台 当た らない とい うこ とや人数制 限 があ る ことで 、

課題 をす ると きに大変 で あ るとい うこ とがあ った。施 設 につ いては、 その他 の意見 を ま と

めたのだ が、黒板 が見 えに くい、 ス リッパの快適 性、雨 の 日に行 きに くい等、それぞれ違 っ

た意見 が回 答 された。設 備 につ いては、 パ ソコソが古 い、 フ ロ ッピーの変 換装置 がない な

ど設 備 が整 って いない点 で あ る。 その他 に、授業 につい て1年 で しか も週 に1回 とい うの

は少 なす ぎ るとい う意見 が聞 かれ たが、 この ことは今後 、 カ リキ ュラムを検 討す る ときに

考慮 す べ き ことであ る。

受講 した 人

・授業 を取 って い ない と入 りに くい… …6名

・人数 に制 限 があ る3名

・使 い方 が よ く分 か らない2名

・そ の他5名

受講 しなか った人 に と って、授業 を取 って い ないた めに入 りづ らい とい うの が最 も多 い

不 満で あ った。 そ の他 に も、3.5イ ソチの フ ロ ッピー が ない ことや、 閉 ま る時 間 が早 いな

どが あ った。 満足 な点 に関 して もいえ る ことで あ るが、受講 してい ないだ けに、何 と も言

えない とい うの が回答者 の率直 な意 見で あ った。
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討議

この調査 は、情報 処理 関連 の授業 や情報処 理 セ ソ ター に対 す る学 生 の意識 や実状 を把握

す るため に行 ったの であ るが、集計 結果 か ら見 る限 り、学 生 に とって授 業 はあ ま り役 に立

た ない とい う認識 が あ り、情報 処理 セ ソター につい て も有効 には活用 され てい ない ことが

わか った。 この ままでは、学 生 と情 報処理 との関係 が ます ます疎 遠 な もの にな る可 能性 が

あ る。 この ことは、 か な り深 刻 な問題 であ り、 これ か らの社会 の担 い手 で あ るはず の学生

の、 いわゆ る 「コソ ピュー タ嫌 い」 を助長 す るこ とに な りかね な い。 その ため に も大学側

は、早急 に今 の情報処 理教 育 のあ り方 を検討 しなげれ ばな らない。

まず 、授業 につ いてで あ るが、結果 を見 て もわか る よ うに将 来 の役 に立 つた めや、 コン

ピュ0タ を使 え る よ うにな りた い とい うの が受 講 の理 由の大半 を占めて い るの に対 し、実

際受講 して みて役 に立た ない と思 った学 生 がほ とん どで あ った。学生 の授業 に対 す る期待

に、学 校側 が答 え られて い ないので あ る。授業 内容 に関 して、今一度 見直 す必要 が あ るの

で は ないだ ろ うか。 今 回の調 査 を行 って い る中で特 に注 目で きる回答で 、文学部 に も続 け

て で きる よ うなカ リキ ュラムが ほ しい とい うの があ ったが 、 これ か らの社 会 では学部 を こ

えた人材 が必要 であ る。 つ ま り、文学部 だ か ら コソ ピュー タは必要 で ない とい うのは、今

や時 代遅 れな考 え方 で、 そ うい った カ リキ ュラムは今 の時代 で は必要 であ る とい え る。

また、授 業 を と りた くて も抽 選 に よって受講 で きない人 がい るとい う点 につい て も問題

があ る。希 望者 が予想以 上 に多 くて仕 方 がな いので あれば別 で あ るが、毎 年 の こ とで あ る

のに もかかわ らず この よ うな状 況 の ままであ る ことは、学 生の教 育 を受 け る権利 を無 視 し

た もので あ り、今 す ぐで も クラスを増 やす など とい った対応 を しなければ な らない。

次 に情報 処理 セ ソター について で あ るが、学 生 が圧 倒的 にセ ソ ターに対 して マイ ナスイ

メー ジを もってい る とい う結果 がでた。学 生 に とって情報 処理 セ ソターが 、 『気軽 に コソ

ピュー タを活用 で きる場 所』 で なけれ ばな らない。 セ ソターは授 業 を とってい な くて も入

れ る場所 で なければ な らない。 その ため に も、 あ らゆ る講 習会 な ど、実際 に役 に立 つ課 外

講 座 一現 在就職課 が中心 に講 座 を開 いて い るが 一を セ ソターが中心 に な って開設 しなけれ

ば な らな いo

た だ、現状 と して、 セ ソ ターが行 って い る98ノ ー トの貸 出につ いて は、 ほ とん どの学生

の支持 を得 てお り、設備 の整 って い る点 とともに、有効 な学生 に対 す る支援 で あ るといえ

る。

今後 の課題 と して、情 報処理 セ ソ ター な どの施 設 や コソ ピュー タなどの機器 を利用 す る

上 で、近寄 り難 い ものに な らな い よ う、初 めて の人 に とって も分 か りやす い もの でな くて

はな らない。そ のた めに も 『良 いマ ニ ュアル』作 りが必要 に な って くると考 え る。
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